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産樽期の乳頭損傷に対するビアバーユの有効性について

原 恵子 1･中尾 優子2･山本 直子3･大石 和代2

要 旨 産後に生じた乳頭損傷に対し,ビアバーユが有効であるかを検討した.乳頭損傷を起こした裾婦

56名の乳頭の観察を行い,乳頭損傷内容が一致した33名の母親の片側の乳頭に母乳を,村側の乳頭にバーユ

を塗布した.その結果,12名の棒婦が研究期間内に両側ともバーユを選択し,両側に母乳を選択したものは

認められなかった.また,バーユ塗布開始群は母乳塗布開始群に比較し5日目,6日目に両側に痔痛の自覚

状況が有意に改善していた.しかし,痔痛の性状については両群間に有意の差はなかった.ビアバーユは乳

頭損傷の痔痛の自覚状況に対して有効であることが示唆された.
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Ⅰ.緒 昌

出産後,早期の頻回授乳により,乳頭の損傷 (発赤や

亀裂など)を発生して苦痛を訴える母親は多い.この

乳頭損傷を予防するために,妊娠中から乳頭マッサージ

など各施設で様々な取り組みが行われている1~4).これに

も関わらず生じた乳頭損傷は,痛みにより直接晴乳が困

難になることや乳腺炎の原因になることが指摘されてい

る5~6).今回,カネソン本舗より産裾期の乳頭損傷にビア

バーユが有用との情報7)を得たので,その有効性を検証

することとした.

ビアバーユは馬の脂100%を原料とし,α-リノレイ

ン酸の含有率が高く,皮膚を薄い膜で保護すると同時に,

皮膚への浸透力が強いため炎症を抑える効果があるとさ

れている8).

Ⅱ.研究目的
産裾期の乳頭損傷に対するビアバーユ (以下,バーユ

と略)の有効性を明らかにする,

Ⅲ.研究方法

1.研究対象および期間

長崎市内のM医院で分娩した227名の碍婦のうち,乳

頭損傷を認めた110名 (48.5%)に対して研究内容を説

明した.そのうち研究-の協力を得られた56名の乳環を

観察し,両側の乳頭が同程度の損傷で,しかも痔痛の自

覚状況や性状が同程度であった33名を対象とした.

2.研究期間

平成13年9月1日から平成14年3月31日.

3.研究方法

協力を得られた棒婦の-側の乳頭に母乳,対側の乳頭

にバーユを塗布する介入研究を実施した.なお,バーユ

はカネソン本舗のカネソンビアバーユ⑳を用いた.

1)研究に際しての母親への説明

(∋乳房の片側にバーユ,村側に母乳をそれぞれ乳頭乳

輪部まで薄く塗布する.

②毎回の授乳直後に塗布し,授乳前には拭きとらない

(原料の油の馬は無農薬の牧草のみで飼育され,バー

ユに添加物は一切していないため児がロにしても害

はないとの安全性がすでに確認されている).

(勤退院日まで片側にバーユを村側に母乳を塗布する.た

だし,調査途中でバーユから母乳へ変更,あるいは母

乳からバーユへ変更,または塗布を中止しても構わず,

その都度選択できる (以下,塗布行動変化と表現).

2)研究者間の確認事項

(∋乳頭損傷は授乳姿勢や乳頭の含ませ方にも関係する

ので,適切な授乳姿勢や乳頭の含ませ方の指導介助

を適時行う.

②バーユ,母乳両方の効果を調査していることを母親

に説明する際は,どちらか一方に効果があるような

】､､J先入観を与えない.

3)観察および聞き取り内容の数値化

乳頭損傷を認めた日から退院日 (6日目)まで1日1

回,両側乳房の乳頭を観察し,乳頭損傷を番号化して記

録した (表 1).実際の塗布内容および痔痛の状況や性

1 元松本産婦人科医院

2 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻

3 長崎市医師会看護専門学校
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表 1.乳頭損傷

1 2 3 4 5 6 7 8

発赤 水癌 血痕 痴庇 廉欄 亀裂 出血 潰蕩

表2.痔痛の自覚状況

0 1 2 3 4

痛みなし 含ませる時のみ痛 含ませている間中 含ませていない時 含ませられない程

みを感じる 痛みを感じる も痛みを感じる に痛い

表3.痔痛の性状

0 1 2 3

ひりひり きりきり ずきんずきん

(軽い) (中程度) (非常に痛い)

状については,午前中の乳房ケア時に,母親から聞き取

りを行い,点数化した (表2,3).また,その時の母親

の言動を記録した.

4.分析方法

裾婦の塗布行動変化はx2独立性の検定,痔痛の自覚

状況と性状はマン･ホイットニー検定を行った.

Ⅳ.結 果

1.対象者の属性

棒婦33名の内訳は初産婦15名,経産婦18名で,平均年

齢は28.6±4.7歳であった.

2.発見時の乳頭損傷所見

乳頭損傷発見時の所見を図1に示す.発赤17名 (51.5

%)が最も多 く,次いで痴庇10名 (30.3%),亀裂7名

(21.2%),水癌 ･廉欄 1名 (3%)の順であった.
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図 1.乳頭損傷発見時の所見

3.塗布行動変化

片側母乳塗布,村側バーユ塗布から両側ともにバー

ユ塗布に変更した裾婦が全体の36%にみられ,両側とも

に母乳塗布に変更した裾婦は認められなかった (p-

0.03)(図2).母乳からバーユ塗布に変えた裾婦の内訳

は,3日目3名 (25%),4日目5名 (41.7%),5日冒

3名 (25%),6日目1名 (8.3%)であった.実際,母

乳塗布はバーユ塗布に比べ乳頭損傷部の乾燥が強く敬裂

をきたし,そこにブラジャーやパジャマなどの衣類が

接着 して外部からの刺激を受け易い状態であった.袴

婦は,｢パリパリする｣,｢パジャマに触れただけでも痛

い｣などと訴えた.一方,バーユ塗布では,｢パジャマ

にくっつかない｣,｢つけ始めて楽になった｣,｢ひどくな

らなかった｣,｢治りがいい｣などといったコメントが多

かった.また,｢薬と違い授乳の度に拭き取らなくて便

利である｣,｢児が吸い易そうにしている｣,｢マッサージ

し易い｣,｢伸びが出て来た｣,｢退院後も使い続ける｣と

いったバーユ塗布を積極的に肯定するコメントも認めら

れた.

4.痔痛の自覚状況と性状の経時的変化

母乳塗布開始群 (以下,母乳群),バーユ塗布開始群

(以下,バーユ群)の痔痛の自覚状況と性状の経時的変

化を図3,4に示した.痔痛の自覚状況は,母乳群では

発見時から退院日まで高い点数を維持していたが,バー

ユ群は3日目をピークに減少し,5日目と6日目は母乳

群に比較し,いずれも有意に点数が下がった (P<0.05).

痔痛の性状についてはバーユ群,母乳群ともに2日目

をピークに下降し,両群間に差は認められなかった.
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図2.裾婦の塗布行動変化
*p-0.03

8

6

4

2

1

8

6

4

2

0

1

1

1

1

0

0

0

0

5

3

5

2

5

1

5

0

3
.

2
.

1

0
.

2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

*P<0.05
図3.痔痛の自覚状況の変化
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図4.痔痛の性状の変化

V.考 察

乳頭損傷発見時の所見で最も多かったのは発赤であり,

次いで痴庇,亀裂,水癌,廉欄の順であった.児の吸畷

開始とともに,表皮の一部が剥脱して赤肌が生じ,さら

にその後の頻回授乳で水癌や亀裂を形成する9).今回の

観察でも同様の所見が経時的に認められ,産裾初日から

乳頭ケアの方策を練ることは重要といえる.

痔痛の自覚状況はバーユ群,母乳群ともに3日目で高

い点数を示し,同時期に母乳からバーユに変更する母親

が増加していた.樽婦も,母乳塗布では下着に接着する

ことや ｢ばりばりする｣といった違和感を訴えている.

一方,バーユ群でバーユ塗布を肯定するコメントが大半

を占めていた.すなわち,バーユの油性成分が皮膚の表

面や損傷部位の乾燥を防ぎ,保湿することで乳頭を保護

し,衣類の摩擦や外部からの刺激を和らげているものと

考えられた.さらに,母乳群では途中からバーユ塗布に

行動変化をきたした裾婦が12名 (36%)みられたが,痔

痛の自覚状況に改善は認められなかった.母乳群に比較

し,バーユ群では5日目と6日目に痔痛自覚状況の有意

な改善が認められた.両群間で4日目から差が認められ

ることから,乳頭損傷の発生早期あるいは発生する前の

段階で予防的にバーユを塗布するなど,バーユの塗布開
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始時期を早める方がより有用と思われ,今後さらに検討

する必要性があろう,今回の検討では両群間に痔痛の性

状については有意の差を認め得なかったが,観察2日目

以降母乳とバーユでは母乳の方が高い値を示し,その傾

向は退院日まで継続していた.

松原10~11)は乳頭皮膚のトラブルに対して,医師は抗生

物質やステロイド剤入りの軟膏を処方することが多いが,

母親はケミカルな薬剤の児に及ぼす影響を憂慮し,塗布

したがらないことが多いと指摘している.今回用いたバー

ユなどの無害の保護剤は母親が安心して選択するものと

推測され,しかも痔痛の改善にも有用な製剤であること

が示唆された.

Ⅵ.ま と め
産樽早期は乳房の緊滴や乳汁うっ滞が顕著な時期であ

り,しかも乳頭損傷の痛みを伴えば,碍婦にはかなりの

精神的,肉体的苦痛が強いられる.母乳育児を継続させ

るケアの1方策として,バーユ塗布は有用と思われる.
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Abstract lnthisreportweexaminedtheeffectivenessofthetopicalointmentPi乱Baryuonnipple

damage.Mother'smilkwasappliedtooneof33puerperantwomen'sdamagednipples,whilePi且Baryu

wasappliedtotheother.Bothnippleswerecarefullyobservedduringthetrial.Duringthetrial12

womenrequestedapplicationofPiaBaryutobothnipples,though nomotherTschosetoapplymotherrs

milktoboth.

PiaBaryushortenedsharpnlpplepalmSlgnificantly,whilemother-smilknoimpact,Wetherefore

suggestedPi乱Baryuasaneffectivewaytoreducepainindamagednipples.

HealthScienceResearch19(2):59-63,2007
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